【作成方法】
研究成果報告書は、次の形式で作成して下さい。
・A4サイズ3枚以内
・フォントは、明朝系フォントで10-11ポイント。
・余白は、上下左右各26mm。
・表題は研究成果報告書として、日付と所属・職名・名前を記載すること。

＜内容の構成＞
 １．研究課題

 ２．共同研究者（氏名・所属機関名・役割）

 ３．研究報告（I～IVで1000〜3500文字。図・写真は3枚以内）
Ⅰ. 研究の目的（背景についても簡単に触れること）

Ⅱ. 研究の方法

Ⅲ. 研究結果（成果を明示すること）

Ⅳ. 考察
Ⅴ. 成果発表（学会発表や論文等。論文は、印刷中・投稿中・発表受理を含む）

Ⅵ. 今後の課題

【提出方法】両方を提出すること
・原本を郵送（決算書と一緒に）＊公開に関する希望書も郵送すること。
・PDFをメールで送付（宛先：jyoseikin@fujiwara-nh.or.jp）
【注意】
報告書は原則として公開されます。
公開に関する希望書に記入のうえ、必ず原本と一緒に郵送して下さい。

公開できない内容を含む場合は、その理由もお知らせ下さい。
公開時期は、6月中旬頃を予定しています。

（要提出・郵送にて）
研究成果報告書　公開に関する希望書
公開か非公開か、以下にチェックして下さい。（非公開の場合には、公開可能時期を記載のこと。）
· 公開して構わない
· 非公開を希望する（以下に〇をつけて下さい。）
　　　　　　　　　　↓

報告書全て　・　一部について（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
例：表１のみ非公開　など


　　　↓
公開可能時期　　　　　　年　　月頃
【非公開希望の理由】

本書提出後に、論文投稿などにより公開できなくなった場合には、速やかに連絡して下さい。
· 確認しました。（←チェックを入れて下さい。）
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氏名（署名または記名・押印）
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